
事例報告 

2A3  新合繊開発と 合繊メーカ一のリストラクチャリンバ 

萩原 誠 ( 帝人 ) 

Ⅰ． はじめに 

「新令 牡 」は 1 9 8 8 年からⅠ 9 9 2 年までの日本の 合 織 メーカ一の業績向上 

に 大きく貢献した。 しかしその 合雙 業界も 1 9 9 2 年の後半になって 急速な業績 

低下と 「新令 億 」を生み出したポリエステル 長描 維の市況悪化に 苦しんでいる。 

仁 新合毛の宮 業 的な成功はなぜ 長続きしなかったのか。 国内外の需要の 減退、 円高、 

笘 人の増大に苦悩する 会接 メーカーを高付加価値 「新令 織 」 だけでは支えきれな 

い 。 「新令 牡 」 という武器と 「新倉 牡 」開発の教訓を 今後の合 緩 メーカ一のリス 

トラにどう生かすかが 大きな課題であ る。 

「新令 牡 」はポリエステル 長枝 堆 の 高 付加価値テキスタイルで 主として婦人服 

用に使われている。 しかし婦人服用ポリエステル 長機 維 テキスタイル 全体の 2 0 

拷 ～ 3 0 % 強を占めるだけであ る。 「新令 苦 」 は 1 9 8 8 年にプームがスタート 

したが、 その後会 億 8 社によって次々と 新タイプの 「新令 廿 」が開発された。 厳 

密 にい うと 後に「新令 億 」 として定義づけられたもののうち、 帝人のミル パ は 1 

9 7 9 年、 伎紡 0 々 ゲ レーナはⅠ 9 7 7 年にすでに上市されていた。 従って「 新 

合舞」の技術的基盤はプームになる 前から確立していたといえる。 

現状も将来も 世界の合藪の 中でポリエステル、 就中ポ * リエステル 長 Ⅰ 椎 /- ； - 帖 産億 ； 

リエステル 長億 椎の圧倒的な 優位性が明らかになって い 

る 。 技術開発のポテンシャル、 用途の汎用性、 コストパ ㏍ 生産 t@T Ⅱ ID  シュア 

フ オーマンス等で 他の合ぬ る 圧倒している。 「新合繊」 

はそのポリェステル 長牡 椎の中の高付加価値素材であ り 帝人 351. 5  24. 3 

現在もさらに 新しいタイプの 新令 接 が開発されている。 軸 326. 9  22. 6 

* サ エステル 長 *tm8 町 ngg(1991)  台湾、 韓国の合 笛 メーカーも %  *$& 182. 5  12. 6 

そ卸 色敵 用   ・     """'"'""     
細糸を中心に 「新令 織 」 の開発 ュ 二け 187. 7  13. 0 

に 挑戦している。 新金緩は現状 坦北媛 Ⅰ 13. 9  7. 9 

  殆どが婦人のファッション 衣料 仮甘 100. 7  7. 0 

  だつ 用であ るが紳士服、 スポーツ茂 三菱 レ 97. 8  6. 8 

科 のほかインテリア や寝 共用途 クラレ 83. 6  5. 8 

  にも拡がる傾向にあ る。 めがね 

拭きや朝シャンタオルも 新合繊 合計 Ⅰ 444. 6  t00 

繍 張旭・ 庄 ， * 。 ・。 升               技術の応用商品であ る。 
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姓 ． 新 会牡 とは何か 新令絨の商品区分 

「新令 絨 」という呼称が 一般化したのは 

1 9 8 7 年秋に東洋坊から 上市されたポリ 

エステル長城 維の ニューシルキー 素材「 ジ 

一々」が業界内で 話題となり業界紙に「 新 

合繊」と書かれたことが 発端であ る。 

ポリェステル 長牡維 8 社の差別化素材 開 

発 競争は 1 9 8 0 年頃 から 構 烈を極めてい 

たから、 ファッション 業界で一旦注目され 

た 途端にそれまでに 蓄積された差別化素材 

が 一斉に市場に 出揃うことになったのであ 

る 。 「新令 接 」は通常 4 つのタイプに 区分 

される。 これまでに開発された 主な新令 牡 

は メーカ一別には 帝人 9 、 東レ 6 、 三菱 レ 

、 ュ ニチカ、 クラレ、 東洋紡それぞれ 3 、 

旭化成、 鐘紡 2 であ る。 タイプ別には ニュ 

一 シルキー 1 1 、 ニユーレー コ ン 3 、 ピーチ 

スキン 1 0 、 ニューそ も 6 であ りさらに 新 総合技術を坦 便 した新 令綾 

タイプの開発が 進んでいる   

「新倉 描 」は右図のようにポリマ 一段階から れ工巧柊韻程 貼 技術内容 

糸 加工段階、 ねん糸、 製俺 、 染色加工段階のそ 

れぞれにおいて 長年蓄積された 要素技術を駆使「五五姉更 輻釧卸 Ⅰ 耳甘唯 Ⅰ落屋 S( 打 、 宛 
して生産される。 欧米、 アジアの競合メーカー ォ一 は ， 到 - Ⅰ Ⅰ m*!m*n  0 百 * 色且 

には真似のできない 複合技術であ る。 

ポリマ一の多様化に 加えて、 紡糸スピードの   瀋 Ⅱ 坤菜 0gg 壷 Elg Ⅱ 0#**m 

高速化は 3 0 年前のⅠ 0 0 0 m/ 分から 6 0 0 延伸 里巨 0 コン ヅ ，ゲート gm! 棄 

0 m/ 分を越えている。 高速 紡 糸は生産性の 向 ねん糸 0mg*  mg*!*8elL より 

上 ばかりでなく 原糸物性を変化させ、 紡糸段階 S き * り 糸 Ⅰ甘菜 仮 ⅠⅠ 9 伸晃Ⅰ 

での複合糸の 開発を可能にした。 高速ワインダ 0 台三 % 長 甘ぉ 0 口 *M り 

一の開発によって 実現された技術であ る。 新令 

描は殆どすべてがねん 糸使いであ る。 高速 タフ 糸打 I 高 0 ほ * 交 * ね 1  0#** 百 Ⅰより 
  

ルツ イスタ一の開発によってコストダウン と均 悪 Ⅰ [*t 次 0Bl  0 百 851 

一 性が実現された。 減量加工はポリェステル 長 加 Ⅰ 廿 ⅠⅠ付 け Ⅰ 甘 起毛打 工 棚維 にふくらみを 与える重要な 基本技術で あ る l& 色 m!m ェ T elt ぬ I  0eIK リ カれ 

。 液流 リラクサーや 高圧ワッシャ 一の開発によ 0 高屋 H 材 l  0m** 色 

ってリラックス 効果がレベルアップしている。 

一 250 一 



a. 新令 雙 成功の背景 

「新令 絨 」は今や日本のみならず 欧米や合繊の 一大生産加工基地であ る東南アジアでも 

注目されているが、 日本の特殊性を 抜きにして「新合繊」が 生まれ得なかったことも 確か 

であ る。 それは日本文化を 背景とした「技術」と「感性」の 融合の産物ということであ る。 

言い換えると 日本的生産者と 日本的消費者の 合作ということであ る。 日本の衣生活には 四 

季 があ り「きもの文化」の 伝統があ る。 しかもこれまで 天然 緩 維を中心に世界の 繊維素材 

を 自由に手に入れて 取り扱ってきた。 ファッションは 言うまでもなく 文化であ る。 素材も 

ファッション 表現の一手段であ るが、 素材なしに 色 ・ 

柄 、 デザイン、 シルエットの 表現も不可能であ る。 要因 ポイント 

天然 緩 維の代替として 開発された 合窩が 日本の ，芸   

術的 工業化技術，でファッション 表現に不可欠の 素 技術 ● 8 社の激烈な競争 

材 として「新令 接 」の 埋 まで洗練され 世界に認知さ 開発 ●垂直的生産チーム 

れたという見方もできる。 1 9 7 0 ( 昭和 4 5 年 ) ●感性にこだわる 技術者 

に 発表された東レの「エクセーヌ」 も日本の オリシ ●メーカ一の 生地供給体制 

ナか な製造技術として 当時の世界の 合 雙 業界に衝撃 ●関連機械の 開発 

を 与えたが人工スエードとしての 範囲を越えては い   

なかった。 今回の「新令 億 」は原糸から 染色推理ま 需給 ●韓人品との 競合皆無 

での多様な複合技術の 成果であ り、 加工機械を含め バラ ●供給量に制約 

た 日本の窩 維 関連の先拙技術のバックアップなしに シ ス ●多品種の新令硅素材 

は 実現できなかったことも 確かであ る。 ●天然 笛維 供給過剰 

新令牡の成功の 要因は右図の 通りであ るが、 最も 

重要な要因はポリエステル 長城 椎 8 社による ・同質 消費 ●消費プーム ( 平成景気 ) 

的で激烈な開発競争，であ る。 Ⅰ 9 8 2 年頃 から大 音 動 ●微妙な差異にこだわる 

然牡椎 プームが続いたことと 海外からの低価格 品 の 向 ●新しいもの 好き 

脅威によってポリェステル 8 社は差別化素材開発 レ ●天然 緩維に 飽き 

一ス に 全力をあ げざるを得なかったのであ る。 今一 ●高級本物志向 

つの重要な要因は 窩維の中間流通を 含めたマーケッ 

トサイドが常に 新しいもの好きで 品質や機能の 変化 市場 ●百貨店の平場活性化 

に 直ぐに飛びっく 習性があ ることであ る。 Ⅰ 9 8 0  環境 ● 緩維 流通の横並び 主義 

年 ( 昭和 5 5 年 ) 頃 から 1 9 8 7 ( 昭和 6 2 年 ) 頃 ●中間在庫払底 

まで日本のファッションはしわ 加工や T シャツに 代   

表されるヤング 主導のコットンカジュアルファッシ ファ ●フェミニンへのトレンド 

コ ンが主流であ った。 従って 1 9 8 8 年当時の消費 ッシ ●素材感重視 

者も流通も天然 繍維や カジュアルに 飽きがきていた コ ン ●スパンからドレー ピィヘ 

。 新令 牡 はそのタイミングでファッションのフェミ 傾向 ●単品ロコーディネート 

ニン回帰に見事に 乗 っていったのであ った。 
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車 ・ 合雙 メーカ一のリストラの 課題 

日本の台 牡 メーカーは 今 存亡の危機にたたされている。 このまま横並び 同質競争を続け 

る 限りドラスチックな 業界再拝 が 避けられない。 その要因は歴史的にも 複雑であ る。 また 

牡椎 業界は原料、 中間 品 、 最終品の全てにおいて 祐人品の脅威に 最も大きく曝されている 

業界であ る。 一方国内市場では 素材段階では 天然 雙 椎も化合 牡も多 メーカー乱立の 同質過 

剰競争を続けており 長年にわたって 行政主導のカルテルによる 自由競争回避の 歴史があ る。 

またいわゆる 含み資産を武器として 不採算事業からの 撤退などのドラスティックなリスト 

ラを 実 ・ 行 せずに既存の 事業の八方美人的温存を 図ってきた歴史もあ る。 今回の世界的な 構 

造 内需要 汝 返と円高によって 合億 メーカーはまさに 国内外市場においての「複合不況」に 

悩まされている。 勿許 各社は生き残りのためのシナリオを 真剣に模索している。 それは 端 

的にいうと国内市場での 生き残りを双提とした 量と質の両面での 競争力の確立であ る。 そ 

のリストラの 方策をどんな 戦略戦術で実現するかが 問題であ る。 それにはまず「企業理俳、 

企業戦略」あ りきであ る。 その上で製造メーカーとして 自社の競争力あ る「固有の技術 基 

盤 」がどこにあ るか月桂めをしなければならない。 

世界の合億の 大宗を占める 三大会 雙 ポリエステル、 アクリル、 ナイロンを製造している 

メーカーは日本に 9 社あ る。 うち 4 社は綿、 ウールなどの 天然 接 唯事業兼業であ る。 また 

うち 5 社はレ ー ヨン、 アセテートなど 化粧を兼業している。 合牡 事業内ではポリエステル 

とナイロンの 素材間の接合が 激烈であ る。 化 億 ではコストアップ、 公害問題と他素材との 

競合問題を抱えている。 アクリルは海外メーカ 一の撤退と償却済みの 設備を使用している あ と も て短期的には 技手力を回復しているが 他 素材との競合はさらに 進展するし現状 
でも実に 6 5 % が括出という 不安定さを抱えている。 天然 接 椎は綿で 6 0 % 、 ウールで 4 

0 % という祐人品の 構造的浸透に 恒常的に悩まされている。 加えて 合ぬ 各社は他業界にな 

く早くから多角化事業に 力を入れてきた。 樹脂、 フィルム、 人工皮革、 化粧品、 医薬、 シ 

ステム情報、 住宅がその代表であ る。 平成バブル景気の 崩壊によって 全ての業界が 一斉に 

本業のリストラに 全力をあ げつつあ る。 合牡 メーカ一の多角化事業は 需要の停滞と 専業者 

との激烈なサバイバル 競争に生き残らねばならない。 まさに多角化の 陥 弗に 落ちている。 

日本の牡 維 産業は戦後日本の 経済復興と荒田増進そして 国民の消費生活の 向上に大きく 

貢献してきた。 素材メーカ一段階では 主役が綿紡績、 化粧メーカー、 合舞メーカーと 順次 

変わってきたが、 それぞれの素材メーカーは 雙維 事業は「素材」の 生産開発に特化して、 

川中川下事業といわれる 中間製品や最終商品の 開発やその為のマーケティンバ 活動に相対 

的に力を抜いてきた。 Ⅰ 9 8 5 年の円高不況の 捺も接維は斜陽だという 前提に立ってひた 

すらコスト合理化策に 注 力 、 そして 非雙維 、 脱窩 維を業界共通の 経 営 目標とした。 自動車 

や家電などの 組み立て型の 産業と違って 海外の低コスト 労働を利用するメリットも 素材型 

産業にとっては 小さかった。 皮肉なことに 工場コストの 削減や新規事業開発によって 乗り 

切ろうとした 合荻 メーカーがその 対策のめど 克 つけたⅠ 9 8 8 年になって「新令 億 という 

高 付加価値商品プーム」という 神風が吹いたのであ った。 
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6. 合綴メーカ一のリストラの 方向 
  
「新令他の成功は 合 牡 メーカ一のリストラの 内容とタイミンバを 誤らせた側面も 否定でき 

ない。 ポリエステル 長繊維を生産していない 一社を除いて 各社ともポリエステル 長窩 維の 

新合舞戦争に 過大なエネルギーを 往いだ。 強者も弱者もそうであ った。 今織メーカ一の り 

ストラの方向はそれぞれの 企業のかかえている 事情によって 一律ではない 筈であ る。 共通 

していることは 自社の強みと 弱みを製造 メ 一ヵ 一 として「開発力」 「生産力」 「販売力」 

のそれぞれにおいて 冷静に分析して 適切な戦略戦術を 立案実行することであ る。 

新令 窩は ポリエステル 長綾 椎の婦人衣料用の 2 0 % から 3 0 % にしか過ぎない。 しかし 

その新令 廿は 1 9 9 0 年前後の合 廿 メーカ一の収益源として 会社の業績を 支えた。 「新令 

牡 」の成功と数年を 経てのその「新令 雙 」の低迷は合 牡 業界と各 合牡 メーカ一に多くの 教 

訓を与えたのであ る。 

その課題は ①個性と創造性あ る企業にど う 変革するか 

②戦略的にどの 素材事業からの 撤退を図るべきか 

③海外のコンペティタ 一 とどう共存するか 

④マーケットニーズにレスポンスするシステムをいかに 構築するか 

⑤ソフトな系列生産システムをいかに 維持させるか 

⑥素材事業の 付加価値化を 永続させるシステムをいかに 構築するか 

⑦ 合億 素材事業のコスト 競争力をいかに 実現させうるか 

⑧クリエイティ プ な人材の育成をどうするか 

⑨ 高 技能素材事業の 市場をど う 創造するか 

0 海外への先端技術流出にど う 対応するか 

その中核となるものは 自社技術の強みを 最大限に発揮できるフィールドへの 経営資源の 

集中化であ る。 「改めて言うまでもなく 技術は経営資源の 一 要素にすぎず、 経営を『目的 

とすれば、 技術はそれを 推進するための 下手段 コ にすぎない。 しかし、 日本企業の多くは 

経営戦略の中核に 技術を位置づけ、 技術戦略を テコ にして企業の 成長を図ってきたことも 

事実であ る。 いま日本型経営のあ り方が問い直されているとすれば、 日本型技術のあ り方 

が問われているといって 少しもおかしくはない」 ( 甘 *0 ぼぼが世界を flG する 珪ぬ / まけま 11) 

技術開発の成果としての 商品はそのハード 価値だけでは 市場での存立基盤はない。 市場 

での真に価値あ る商品Ⅰの開発と 供給の実現のためには、 企業のパラダイムをプロダクト ア 

ウト からマーケットイン ヘ 転換する必要があ る。 新令 牡 開発の最大の 要因は同業 8 社によ 

る 妓烈 な同質化競争であ ったが、 皮肉にもその 同質化競争が 新令 緩 開発の成果の 永続性を 

妨げているのであ る。 これまでの素材事業の 総花主義、 素材段階でのシェア 競争、 新素材 

開発競争、 のいずれもが 理念なき技術生産至上主義の 桔 果 ではなかったのか。 

日本人の感性と 俺 人的技術を肛合して 生み出された「新令 絨 」のあ る意味での消費市場 

における成功と 残された課題を 開発、 生産、 販売にわたって 合牡 メーカ一の 2 1 世紀へ向 

けてのリストラの 教訓にするべきであ る。 
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資料 ポリエステル 長城 稚 開発の歴史 
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